
太陽光利用型植物工場における
害虫発生モニタリングシステムの構築
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農業において病害虫対策は必須→現状は化学農薬の使用による対策→IPMへの転換

化学的防除 生物的防除

耕種的防除 物理的防除

IPM(総合的病害虫管理)

植物工場・農業法人等 害虫監視クラウド 画像処理ユニット

捕虫シート設置

捕虫シート撮影

ロボットによる自動撮影

作業の指示
（防除方法タイミング等）

画像データの集積
（多地点・時系列）

害虫情報の蓄積

環境情報の蓄積

害虫数のカウント

害虫マップの作成

害虫の同定

環境情報の分析

害虫捕殺粘着シート

害虫数を定期的にカウントすることで
早期検知・早期対策につながる！

本来は害虫を捕殺するための物だが…

害虫発生モニタリングシステムの提案

害虫発生モニタリングシステムとは…

害虫捕殺数をマップ化
することにより、害虫発
生の多い場所が分かり
やすくなる

環境マップと合わせるこ
とにより、栽培環境の改
善に取り組むことも可能

画像処理により害虫の自動カウントを行う
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相関係数：0.911

プログラムによるカウント結果と正解数の相関

画像入力ユニット 距離センサ デジタルカメラ

ロボットによる自動撮影

組み合わせることにより
化学農薬使用量を低減

高い相関が得られ、
害虫発生の推移を

多地点・高頻度での
観測が可能となった


